
平成２４年度 学力向上を図るための全体計画(様式１) 

練馬区立春日小学校 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 
家庭や地域社会との連携の

工夫 

・単元や１単位時間におけ

る問題解決的な学習を

推進する。 

・全校体制によるノート指

導の充実を図る。 

・児童に考えさせること、

教師が教えることを明

確にして指導計画を作

成する。 

・学年の発達段階を踏まえ

た学習スキルの習得を

図る。 

・問題解決型の学習におけ

る話し合い活動やノー

ト指導の充実を図る。 

・学年合同の課題別学習を

実施し、問題解決能力を

育成する。 

・全学年において算数のＴ

Ｔや少人数指導を行い、

基礎・基本の確実な定着

を図る。 

・理科のＴＴや少人数指導

を行い、問題解決学習の

定着を図る。また、課題

別指導により、児童の探

究心を育て、表現力や判

断力を高める指導を行

い、生きる力を育てる。 

・補充の時間（春日タイム）

やサマースクールの実

施により、国語と算数の

基礎・基本の確実な定着

を図る。 

・交換授業や教科担任制に

より、より専門性の高い

授業を実施する。 

・「生きる力を育む小中一

貫・連携教育 ～9年間を

見通した指導の一貫性を

目指して～」を校内研究の

テーマに、理数・言語・社

会生活・体育芸術の 4分科

会に分かれて練馬中学校

との小中合同研究会を行

う。 

・小中合同の研究授業を年間

４回程度行い、全教員の授

業力を向上させる。 

・小中合同で各分科会の課題

を共有し、改善プログラム

をたて、各教科の指導に反

映させる。 

・学年会における教材研究を

週ごとの指導計画に生か

す。 

・年間指導計画に合わせ

て各単元の評価規準を

作成し、評価指標を明

確にする。 

・１単位時間ごとのねら

いを明確にした週ごと

の指導計画を作成し、

授業の評価を行う。 

・保護者、地域、児童に

よるアンケート調査を

実施し、結果を踏まえ

た上で自己評価を行

う。その結果を基に学

校関係者評価を実施

し、授業改善に向け活

用する。 

・教育ボランティアの活

用を積極的に実施す

る。 

・幼稚園児や保育園児、

高齢者とのふれあい

体験を実施する。 

・保護者会、道徳授業地

区公開講座、学校保健

委員会等を通して、基

本的生活習慣や規範

意識の育成への協力

を依頼する。 

・近隣の農家と協力して

野菜を作り、給食の食

材として活用するな

ど、地域と協力して食

育を進める。 

 

学校教育目標 

・考えて正しく行動する子ども 

・素直で思いやりのある子ども 

・がんばりぬく元気な子ども 

練馬区学校教育における指導の重点 

確かな学力の定着・向上や健康増進・体力

向上をより一層図るとともに、個に応じた

指導を重視し、生涯にわたり主体的に学び

続けることのできる子供を育てる教育の

推進 

児童・地域の実態 

・素直で明るい子供が多く、課題に対して一生懸

命取り組む。 

・自分の考えをもち、発表する力をつけることが

課題である。 

・地域、保護者は学校教育に対して協力的である。 

学校経営方針 

自ら学び、考え、判断し、行動できる子ども

の育成。確かな学力の向上と豊かな心の育

成。地域・保護者と歩む学校 

本校における「確かな学力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の指導の重点 

・思考力、判断力、表現力の育成 

・学習のめあてをもち、主体的に学ぶ問

題解決能力の育成 

・基礎的・基本的な学習内容の定着 

・学び合い活動の充実 

総合的な学習の時間の重点 

・課題設定能力、観察・調査能力、表現

力の育成 

道徳教育の重点 

・自己を見つめ、よりよく生きようとす

る心情と道徳的実践力の育成 

・道徳的判断力、思考力の育成 

特別活動の指導の重点 

・自主性と個性の伸長 

・集団の一員としての自覚 

キャリア教育の重点 

・自分のよさや可能性の発見 

・将来のモデルとなる生き方の模索 

・近隣の幼稚園(保育園)との連携 

・小中一貫研究グループにおける一貫教育の推進 

生活指導の重点 

・基本的な生活習慣の定着 

・規範意識の育成 

・中学校との連携 

基礎・基本の定着 
・学習スキル（話す、

聞く、書く、まとめ

る）の定着 

・国語と算数のドリル

学習による学習内

容の習得 

・春日タイムやサマー

スクール等におけ

る補充学習 

・ＴＴや少人数指導に
よるきめ細かな指

導 

問題解決能力の育成 

・算数、理科を中心と

した問題解決型学

習の推進 

・全校的に取り組むノ

ート指導の充実 

・総合的な学習の時間

の充実 

確
か
な
学
力 

 

外国語活動の指導の重点 

・コミュニケーション能力の育成 

・異文化理解の充実 


